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本
研
究
の
目
的
は
、
話
し
言
葉
で
の
み
出
現
す
る
間
投
詞
「
あ
の
」
の

機
能
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
番
組
を
文
字
化
し

た
談
話
資
料
を
用
い
て
、
出
現
位
置
を
調
査
し
、
先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ

た
機
能
を
持
つ
の
か
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
考
察
し
た
。

　

「
あ
の
」
の
各
用
例
を
先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
た
機
能
に
分
類
し
た
結

果
、先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
た
機
能
に
は
重
複
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

本
研
究
で
は
、
機
能
を
次
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
と
し
た
。
発
話
権
を
獲

得
し
よ
う
と
す
る
と
き
や
発
話
を
続
け
た
い
と
き
に
出
現
す
る
「
発
話
権

の
獲
得
・
維
持
」、
新
情
報
を
提
示
す
る
場
面
、
具
体
的
に
は
話
題
の
変

更
・
補
足
説
明
・
別
表
現
に
言
い
換
え
る
際
に
出
現
す
る
「
発
話
内
容
の

切
り
替
え
・
補
足
」、
相
手
に
対
し
配
慮
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
よ
り
適

切
な
表
現
を
探
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
際
に
出
現
す
る
「
配
慮
表
現
・
表

現
の
検
討
」
で
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、「
あ
の
」
は
複
数
の
機
能
を
持
ち
得
る
こ
と
、
指
示
詞

と
の
関
連
性
が
強
い
「
あ
の
」
が
出
現
す
る
こ
と
の
二
点
を
明
ら
か
に
し

た
。
二
点
目
に
つ
い
て
は
、「
あ
の
」
の
直
後
に
名
詞
が
発
話
さ
れ
る
場

合
は
、
映
像
を
見
て
い
る
と
き
な
ど
話
し
手
が
具
体
的
に
指
示
で
き
る
も

の
が
あ
る
場
面
で
出
現
し
や
す
く
、
聞
き
手
は
「
あ
の
」
に
指
示
機
能
が

あ
る
と
解
釈
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
及
び
「
発
話
内
容
の
切
り
替
え
・
補

足
」
の
機
能
を
持
つ
場
合
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

　
　
　

複
合
語
に
お
け
る
「
人
（
ヒ
ト
・
ビ
ト
）」
の
音
便
に
つ
い
て
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後
項
が
「
人
（
ヒ
ト
・
ビ
ト
）」
で
あ
る
複
合
語
に
は
、「
仲
人
（
ナ
カ

ウ
ド
）」
や
「
商
人
（
ア
キ
ン
ド
）」
の
よ
う
に
音
便
化
す
る
も
の
が
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
後
項
の
「
人
（
ヒ
ト
・
ビ
ト
）」
が
音
便
化
す
る
理
由
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

中
世
・
近
世
で
は
、
音
便
形
と
非
音
便
形
が
同
一
文
献
上
に
現
れ
る
資

料
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
世
・
近
世
に
お
い
て
、
後
項
の
「
人
（
ヒ
ト
・

ビ
ト
）」に
音
便
化
が
み
ら
れ
る
複
合
語
の
使
用
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
辞
書
を
も
と
に
音
便
形
と
非
音
便
形
の
使
い
分
け
を
意
味
の
違

い
か
ら
分
析
し
た
。
ま
た
、
三
文
字
の
複
合
語
に
お
い
て
、
最
後
の
結
合

点
と
音
便
化
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。

　

中
世
・
近
世
の
資
料
で
は
、
音
便
形
・
非
音
便
形
な
ど
の
語
形
が
固
定

す
る
こ
と
な
く
現
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
音
便
形
と
非
音
便
形
は
使
い
分
け

ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
音
便
形
と
非
音
便
形
の
意
味
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、「
宮
人
（
ミ
ヤ
ウ
ド
）」
は
音
便
形
よ
り
非
音
便
形
の
意
味
が
広

い
。「
方
人
（
カ
タ
ウ
ド
）」
は
音
便
化
に
よ
っ
て
新
た
に
意
味
が
加
え
ら

れ
、
サ
行
動
詞
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
意
味
を
表
現
す
る
た
め

に
音
便
形
を
用
い
る
複
合
語
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
た
。
音
便
化
し
な
い

複
合
語
を
結
び
つ
き
に
注
目
し
て
分
析
し
た
。
最
後
の
結
合
点
が「
人（
ヒ

ト
・
ビ
ト
）」
の
直
前
に
あ
る
複
合
語
は
、前
項
と
後
項
の
「
人
（
ヒ
ト
・

ビ
ト
）」
と
の
結
び
つ
き
が
弱
い
た
め
音
便
化
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。


